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連結子会社の吸収合併（簡易合併）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2022年12月１日（予定）を効力発生日とし

て、当社100％出資の連結子会社であるサントリービバレッジサービス株式会社（以下

「サントリービバレッジサービス」）を吸収合併（以下「本合併」）することを決議いた

しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本合併は、連結子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項及び内

容を一部省略して開示しております。 

 

記 

 

１．本合併の目的 

  当社は、2022年１月１日付で当社グループ内の自動販売機等事業の再編手続を実施

し、サントリービバレッジサービスが営む事業及び当該事業に関して有する権利義務

を、サントリービバレッジソリューション株式会社等の当社グループ会社に承継させま

した。 

今般、上記再編手続の完了を確認し、サントリービバレッジサービスの会社としての

存立目的がなくなったため、同社を当社に吸収合併することといたしました。 

 

２．本合併の要旨 

（１）本合併の日程 

本合併は、当社においては会社法第796条第２項に規定する簡易合併に該当するた

め、当社における合併契約承認に関する株主総会決議を経ずに行います。 

 



取締役会決議日（当社） 2022年10月14日（本日） 

契約締結日 2022年10月14日（本日） 

株主総会決議予定日（サントリー

ビバレッジサービス） 
2022年11月10日（予定） 

実施予定日（効力発生日） 2022年12月１日（予定） 

 

（２）本合併の方式 

   本合併は、当社を存続会社とする吸収合併方式であり、サントリービバレッジサー

ビスは、解散いたします。 

      なお、サントリービバレッジサービスは、2021年12月期決算においては、債務超過

となっておりますが、2022年１月１日付で実施した当社グループ内の自動販売機等事

業の再編手続を通じ、債務超過を解消しております。 

 

（３）本合併に係る割当ての内容 

   サントリービバレッジサービスは、当社の完全子会社であるため、本合併による株

式その他の金銭等の割当て及び交付は行いません。 

 

（４）本合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

   該当事項はありません。 

 

３．本合併の当事会社の概要 

  存続会社 消滅会社 

（１） 名称 
サントリー食品インターナ 

ショナル株式会社 

サントリービバレッジサービ

ス株式会社 

（２） 所在地 
東京都港区芝浦三丁目１番１

号 

東京都港区芝浦三丁目１番１

号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 齋藤 和弘 代表取締役 岸本 康史 

（４） 事業内容 清涼飲料の製造・販売 清涼飲料の販売 

（５） 資本金 1,683億8,400万円 １億円 

（６） 設立年月日 2009年１月23日 1997年12月10日 

（７） 発行済株式数 ３億900万株 4,404株 

（８） 決算期 12月31日 12月31日 

（９） 大株主及び持株比率 
サントリーホールディングス

株式会社 59.48％ 

サントリー食品インターナシ

ョナル株式会社 100％ 

（10） 
直前の事業年度の財政

状態および経営成績 

（連結・国際会計基準） 

資本合計 943,952百万円 

（単体・日本基準） 

純資産 △4,773百万円 



資産合計 1,676,926百万円 

１株当たり親会社所有者帰属

持分 2,785.09円 

売上収益 1,268,917百万円 

営業利益 118,568百万円 

税引前利益 117,052百万円 

親会社の所有者に帰属する当

期利益 68,676百万円 

基本的１株当たり当期利益  

222.25円 

総資産 28,089百万円 

１株当たり純資産  

△1,083,829.28円 

売上高 99,466百万円 

営業利益 979百万円 

経常利益 1,032百万円 

当期純利益 △2,355百万円 

 

１株当たり当期純利益 

△534,774.70円 

 

４．本合併後の状況 

  本合併による当社の商号、本店所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び

決算期の変更はありません。 

 

５．今後の見通し 

本合併は当社 100％出資の連結子会社との合併であるため、当社の連結業績に与える影

響は軽微であります。 
 

以 上 

 


